
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
     

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
 5 7  12 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
2 9 1  12 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 
1 11   12 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 
3 7 2  12 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・退院前・退所前カンファレンスに参加し情報収集し申し送り等で情報を伝達共有している 

・利用開始までにケアマネがアセスメントして情報を所定のファイルに綴じ、各自が情報を確認する 

・利用者・家族の思い・不安な事、介護負担感に注意しながらコミュニケーションをとり信頼関係を構築

している。 

・利用当初は通い時、訪問時等に家族と顔を合わせる機会を利用し頻回に声かけをする 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・日々の業務に追われ、情報を紙ベースで提供するのみで十分なミーティングまで実施できていない。 

・利用中に知り得た細かな情報の伝達がうまくできずスタッフ間で情報共有が十分に出来ていない事があ

た                                              

・現場の介護士として（独居の方の家族やキーパーソンと会う機会がない人など）家族や介護者と関わる

ことができていない。  
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・初期支援のための情報伝達、情報共有をケース記録や申し送りを活用しスタッフが情報収集しやすいよ

うにする ・直接ご家族へ利用時の状況や様子を伝える連絡ノートの活用（会えない場合やご家族と同居

でない場合は、電話をする）。 
 

  

事－① 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

     

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 
 8 4  12人 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 
 10 2  12人 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 
1 4 7  12人 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 
1 9 2  12人 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・日々の関わりの中で、本人の希望ややりたいことが聞けている。・利用者・家族と話し合い目標を設定

し達成できるよう介入している。・アセスメント、モニタリング時に本人・家族の意向確認し目標把握し

ている。・内部カンファレンスや日々の振り返りで、次の対応について共有できている                                             
 

 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・利用者によっては意思疎通困難、認知症の進行もあり言語の理解困難者がいる。・家族からの情報で目標

設定しているが推測での目標設定、介入になっている。 

                                                                   
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①初回個別援助計画立案の為のカンファレンスの実践を強化する。 

②自ら発信が困難な利用者は、家族と相談しながら本人にあった支援を行う。 
 

 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

     

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10個以上把握できて

いますか？ 
1 7 4  12人 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 
7 5   12人 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 
1 5 6  12人 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 
5 7   12人 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 
5 7   12人 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・生活歴、生活習慣シート等で情報を確認し朝礼、連絡ノート、ケース記録等々で情報共有をしている。 

・本人の残存機能を生かせるようなプランを立案し介入している。（時間をかけてでもやってもらうこと）。 

・できること、できないこと、できていたけどできなかった事など、変化が分かる記録を残すよう意識す

ること。 

・日々,利用者との関わりの中で会話や表情からの変化等があればすぐに情報共有し対策を検討する。    
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・以前の暮らし方の 10個以上把握ができていない。 

・家族とのすり合わせが連絡帳のみだったりすることもあり）本人の声にならない声を言語化し共有する

こと（家族や介護者含め）ができていない。 

・時間に追われて、職員の思い込みで介助していることがあり、利用者の気持ちに添った排泄や入浴支援

ができていないことがある。                 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①過去の生活や在宅での様子、本人や家族からの聞き取った内容を記録に残し共有する。 

②朝礼やミニカンファレンスにて、本人の行動や様子をアセスメントした「思い（思われることも含む）」

を共有する。 

③利用者の生活の中で、出来る事と出来ない事を見直し、家族にも伝えることで、スタッフと家族の認識

をすり合わせていく。 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

  

 

  

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

た。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 
 6 6  12人 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 
 6 6  12人 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
 11 1  12人 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 
 7 1 4 12人 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・生活歴シートから過去～現在の情報収集。 

・ご家族より適宜聞き取り（ケアマネージャー・看護師）。 

・必要に応じて様子や変化をご家族へ直接伝え、各種相談や提案の実施            ・独

居、高齢世帯の利用者を把握し、必要に応じて民生委員、地域包括支援センター等との連携を図ってい

る。 

 

   など 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・生活歴、生活習慣シートの記入が不十分な利用者や本人家族からの聞き取りが難しい利用者（家族間で

の情報共有不足含む）もあり、十分な情報共有が出来ずアセスメントができていない。 

・独居、高齢世帯の利用者を把握し、必要に応じて民生委員、地域包括支援センター等との連携を図って

いる。 

・現場職員は独居の方の家族や家族以外と関わる（外部の方々）機会がないため、地域や暮らしについて

の十分な理解ができていない。 

   
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①全利用者の生活歴シートのコピーを一括でファイリングし、全職員が逐一情報を収集する。 

②地域行事や活動内容の把握 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

     

 

前回の改善計画  

① 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 
1 6 4 1 12人 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 
 6 6   12人 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 
4 8   12人 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 
3 8 1  12人 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・本人の体調、家族・介護者の状況に応じた、訪問看護・訪問介護・通所・宿泊のサービスが希望通りま

た柔軟に提供できた。 

・急な休みでも、訪問対応を行い配食、内服・排泄支援等の対応を行っている。 

・配食弁当を中心とした地域資源を活用した支援。・独居の利用者への受診同行も実施した。 

・些細なことでも気づいた時は連絡ノートや送迎時に家族に伝え、その内容を記録しスタッフ全員が共有

できるようにしたことで、今後のケアについて検討しやすくなった。                                             
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・業務に追われコミュニケーション不足となり、より細かな変化などの部分の発信、共有（記録含む）が

できていない事もあった。 

・事業所長やケアマネに頼ってしまい、事業所全体としての地域資源の理解及び共有が出来ていない                             
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①地域資源とは何かをスタッフ全員が理解できるようにし（勉強会）、看護小規模多機能事業所として、地

域資源を活用法などを学習する。 

②本人・家族から聞き取った内容を申し送る、記録（ケース、申し送り）に残し情報共有する。 

③各種ミーティング時（朝礼・ミニカンファレンス・職場会）に本人の状態やニーズ、変化、気づきを発

信し共有する。 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

     

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 
1 7 3 1 12人 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
1 1 4 6 12人 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 
 2 2 8 12人 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
 6 3 3 12人 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・サービス機関（病院、施設、薬局など外部事業所、各居宅および包括支援センター）と、必要に応じて

担当者会議を実施している（必ずケアマネージャー、看護師、介護士参加している） 

・運営推進会議、市役所での会議、地域包括支援センター主催の居宅連携会議等に管理者、ケアマネ、一

部の職員が参加している。 

・和田保育園、和田小学校とのイベントや交流の開催。（綿つくり、ふる里祭り、餅つき大会など） 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・自治会の回覧板は回っているが全職員共有できていないことや、参加の仕組みや習慣化できていないた

め、地域の各種機関・団体の活動やイベントに参加できていない。 

・現場業務で特定な人（事業所長やケアマネージャーのみ）であり、全職員での参加はできていない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①地域推進会議や他職種連携会議など職員の参加できるよう調整する。 

②各種会議の内容（資料及び議事録）を全職員で共有する。 

③自治会の回覧板などから、地域の活動やイベントを把握する。 
 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

     

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

①  
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 
2 8 1 1 12人 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 
2 10   12人 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 
1 8 2 1 12人 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
 6 4 2 12人 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・ご利用者や家族、地域からの苦情、改善点など事業所長へ報告。職員全体で情報共有や改善に努めた点。 

・意見の言いやすい職場風土である。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・事業所運営に関して、運営推進会議や広報などの外部との連携が事業所長やケアマネージャー、一部担

当者のみとなっている。活動の現場職員への発信が少なく、全職員共有できていないことも多かった。 

・事業所として実績や実践する仕組みがなく、（保育園、小学校以外との）地域と協働した取り組みが行え

ていない。 

                                            など 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

① 地域の活動やイベントの情報収集、参加に至る仕組み（流れやフロー）を作る。 

②事業所の職員及びご利用者と共に、（和田保育園、和田小学校だけでなく）地域と協働した取り組みを行

なう。 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

     

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

3 8   1 12人 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

3 7 1 1 12人 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

3 2 1  6 12人 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

1 8 2 1 12人 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・各職員の年間目標や法人内研修、院外研修などなど積極的に参加できた。参加できない職員に対しての

伝達や資料確認も実施できた。 

・自己学習にて資格取得できた（ケアマネ 2人、喀痰吸引等業務（特定行為業務）2

人）。                                            

・特に感染対策について感染委員より事業所内研修でき、意識を高めることができた。 

・ヒヤリハットや事故報告書の仕組みが確立できている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・業務の都合上、事業所長とケアマネージャー任せとなり、その他職員は地域連絡会（小規模多機能連絡

会など）など外部の集まりに参加できなかった（地域連絡会がどういった会かわからない職員が多い）。 

・ヒヤリハット作成に対する意識が低く、師長より啓発や意識向上を行ったが年間を通して継続的な報告

書の作成や検討会は行えなかった。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

①地域連絡会（小規模多機能連絡会など）に現場の職員も可能な限り参加する。参加できなければ、会の

内容を議事録や資料から収集する。 

②ヒヤリハット報告書を職員一人当たり 2ヶ月に 1枚以上提出する。 
 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 6年 4月 30日（13：30～14：00） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
西川、足立、大西、陰山、遠田、増田、渡邊、山田、

角、矢倉 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

     

 

前回の改善計画  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 
9 3   12人 

② 
虐待は行われていない 

 

 
12    12人 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 
 6 6   12人 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 
3 4 1 4 12人 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 
4 7 1  12人 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・全スタッフが身体拘束、虐待の研修受講し理解を深めた。身体拘束、虐待行為はなかった。 

・全室個室ではあるが、ケア・処置時には扉を完全に閉める、カーテンをするなど意識し、プライバシー

保護に努めることができた。 

・席を離れる時は PCをログイン画面まで戻す、個人情報の書類は必ずシュレッダーにかけ廃棄した。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・スピーチロックを意識していても、認知症の方が多くフロアーを一人で対応する時間もあり「ちょっと

待って」「動かないで」を使う場面があった。 

・職員同士がスピーチロックした際に注意が行えていない。 

・ケアマネ任せになり成年後見制度についての知識・理解が乏しい。（現利用者では制度活用はなし）。提

案や手続きはケアマネージャーのみが実践。  

・日々のカルテ棚に鍵をかけていない 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・スピーチロックがあった場合はその場で注意し合                       ・

フロアでの職員間のやり取りは距離をちじめ、小声でやりとりする等工夫してプライバシー保護に努め

る。 

・成年後見人制度について研修会を開催する。 
  

事－⑨ 


























































































































































































































